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通関業者から電子ライセンスを回収する
電子ライセンスへのアクセス権限を解除する

JCC 外為法 指定済み通関業者解除
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ディスクトップのショートカットをクリックして、ソフトを立ち上げます

これがインストールした
NACCSパッケージソフトの

初期画面です。
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NACCSパッケージソフトから、「JCC 指定済み通関業者解除」を呼び出します

利用者IDとパスワードを入力して、
「ログオン」ください。
※ログオンにより、業務メニューか
らの電子操作が可能になります。

①

②

業務メニュー最下部の＜外為法
関連業務＞の十字をクリックして
広げると、各種業務コードが選択
できます。 ③

各種業務コードのうち、
「JCC 外為法 指定済み通関業者
解除」をクリックください。
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「JCC 指定済み通関業者解除呼出し」の画面で、
指定済みの通関業者を解除したい案件のライセンス番号を入力ください

電子ライセンス番号を入力ください。
※電子ライセンス毎に、通関業者
（事業所）を指定／解除することが
できます。
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ライセンス番号を入力したら、「送信」ボタンを押してください

対象案件のライセンス番号を入力後、
「送信」ボタンを押します。
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指定済みの通関業者に関する情報が一覧表示されます

電子ライセンス番号へのアクセス権限の
ある通関業者が一覧で表示されます。
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解除したい通関業者の「解除」ボタンにチェックをつけ、「送信」ボタンを押してください

解除したい通関業者の情報欄に表示されている
「解除」チェックボックスにチェックを付けてください。
※同じ画面から、複数の事業所を指定できます。

「解除」チェックをした後、
「送信」ボタンを押します。 ①

②
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チェックを付けた通関業者指定が解除され、一覧に表示されないことを確認ください

送信が完了すると、「業務メッセージ」欄
に＜COMPLETION」と表示されます。



JCA 通関業者指定にて「通関業者指定権限の委任」にチェックした通関業者を解除しても、その通関
業者が指定した通関業者は連動して、指定解除されません。個々の解除が必要です！

JCC 指定済み通関業者解除を行うと、解除された通関業者は、当該電子ライセンスへ
のアクセス権限を失います。

したがって、当該電子ライセンスへの裏書の事後訂正業務ができなくなります。

ライセンス有効期限が切れている場合は、「JCA 通関業者指定」も行えないため、裏書事後訂正業務は不可です。
ライセンス有効期限内である場合は、「JCA 通関業者指定」を再度行うことで、通関業者による裏書の事後訂正が
可能になります。

9

指定済み通関業者解除の留意点
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